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余裕深度処分調査坑周辺における微生物群集解析 

 
背  景 

青森県六ヶ所村における低レベル放射性廃棄物の次期埋設処分では、安全性確保の観点から、地下 50～

100ｍ程度の余裕深度処分が計画されている。一方、近年の地下環境における微生物生態に関する研究の進

展に伴い、地下岩盤の酸化還元状態など放射性廃棄物処分システムのバリア性能に及ぼす微生物影響に関

する関心が高まっている。そのため、余裕深度処分事業においても、処分環境における微生物群集を明らかと

し、それら微生物が処分システムに及ぼす影響を解明することが望まれている。しかしながら、埋設処分施設の

候補岩盤中における微生物の存在に関する知見も乏しい現状にある。 

 
目  的 

余裕深度処分調査坑の坑壁より岩石ブロック試料（４種類の軽石凝灰岩及び礫質砂岩、図 1）を採取し、分子

生物学的手法を用いて、岩石中の微生物群集を明らかにする。 
 
主な成果 
1. 岩石からの微生物 DNA 抽出方法の検討（表 1） 

界面活性剤、タンパク消化酵素及び物理的破砕などを組み合わせた 9 種類の方法により、岩石試料中か

らの DNA 抽出を試みた。その結果、全ての岩石試料から 0.9～14.7μg/g-wet rock の DNA が抽出され、

岩石中における微生物の存在が明らかとなった。また、抽出効率を比較検討した結果、主に界面活性剤に

よる細胞溶解処理を行う市販キット（MO BIO 製）とビーズ攪拌による破砕装置を組み合わせた方法を用い

た場合に、岩石からの微生物 DNA 回収率及び純度ともに最も良好な結果が得られた。 

2. 岩石中の微生物群集解析（図 2） 

抽出した DNA を用いて、ランダムクローニング法による微生物群集解析を行った結果、以下のことが明ら

かとなった。 

(1) 岩石から検出された微生物群集 
系統分類学的にα、β、γ-proteobacteria を主体した 22-30 種類の微生物種が検出され、窒素固定、

脱窒及び鉄還元能等を有する微生物の近縁種であることが明らかとなった。 

(2) 岩石の酸化還元状態と微生物群集の関連性 
採取した４種類の岩石試料から検出された微生物群集を系統分類別に分類し、岩石試料の酸化還

元状態と比較した。その結果、還元状態の岩石では嫌気性細菌の割合が高く、酸化状態の岩石では割

合が低い傾向が認められた。そのため、微生物群集と岩石の酸化還元状態には、相関があることが示

唆された。 
 
今後の展開 

遺伝子解析のみならず、微生物の生理活性などを測定することにより、岩盤の酸化還元状態に及ぼす微生

物の影響を明らかとする。 
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低レベル廃棄物処分技術

この図から、ローカル局からの距離が遠くなるにつれ、△△とな

ることが予測される。（MSP 明朝 10ｐｔ） 

図 1 岩石ブロック試料採取位置 

※TI4-78 は反対側坑壁（左側）から採取した

表１ 岩石からの微生物 DNA の抽出方法の検討 

図 2 岩石中の微生物種と酸化還元状態の関連性 




